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第68回愛知県社会福祉大会被顕彰者

受賞おめでとうございます
　多年にわたり社会福祉の推進に尽力し、その功績が顕著な方や、児童・生徒として
模範と認められる方が、愛知県、小牧市の社会福祉大会において表彰状・感謝状を受
賞されました。 今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、残念ながら
愛知県大会は縮小開催、小牧市大会は表彰式典を中止することとなりましたが、ここに受賞
者の皆様のご功績を讃え、ご紹介させていただきます。

ー敬称略・順不同ー＜愛知県知事感謝状受賞者＞
氏 名 地区 顕彰内容

増田　　湊 味岡地区
多年にわたり

民生委員・児童委員として
貢献 (20 年以上 )

多田　知子 篠岡地区
多年にわたり

民生委員・児童委員として
貢献 (15 年以上 )

氏 名 所属 顕彰内容
下地　忠久

（福）愛知県厚生事業団 多年にわたり
社会福祉施設

役職員として貢献

山﨑　淳子
山里　知子
加藤里絵子 （福）小牧福祉会

荒井　成治 （福）小牧市
　　社会福祉協議会

多年にわたり社会福祉団体
役職員として貢献

＜愛知県社会福祉協議会会長表彰状受賞者＞
団体名 顕彰内容

クリーン桜井 社会福祉事業の進展に貢献

＜愛知県社会福祉協議会会長感謝状受賞者＞
氏 名 所属 顕彰内容

神谷　俊雄

（福）あいち清光会

多年にわたり
社会福祉施設

役職員として貢献

神橋　克典
高森　久賀
山田　雅美
東　キミ子

（福）小牧福祉会
安形　秀次
川瀬　啓子
鈴木　一成
松浦由紀子
福井ますみ （福）白寿苑
北山　日菜 （福）竜陽会
石附こずえ

（福）小牧市
　 社会福祉協議会

多年にわたり
社会福祉団体

役職員として貢献

小森　近子
丹羽由美子
穂積　佳子
山本貴代美
渡辺由美子

ジュニア奉仕団
世話人会

（福）小牧市
　　社会福祉協議会

社会福祉事業の進展に貢献

縁側サロン
スマイル古雅

ふれあい・いきいき
サロン

上末サロン
「木漏れ日」
久保一色新田

ふれあい
いきいきサロン

小牧原西区
サロンいこいの家
篠岡集いの場

たまり場
アニマード篠岡
たまり場参集殿

東新町
ふれあい・

いきいきサロン
陽だまり

サロン大草
ふらみなサロン
堀の内サロン
間々楽創会

南外山さわやか
サロン

氏 名 地区・住所 顕彰内容
鈴木　耕一

南部地区

多年にわたり
民生委員・児童委員

として貢献 (6 年以上 )

松岡　末子
服部　成子
中村　宏美
大﨑　順子
林　　隆治
川村　克重

中部地区
酒井とも子
林　千代子
来治　英治
田中　正造

西部地区
小田　京子
北島美年子

味岡地区
倉澤とみ子
落合　妙子
平坂　礼子
今村　　究
木村　勝保

篠岡地区

小林　靜生
増子ひと美
五味　建治
三好　厚子
井浦　律子
深堀　　修
駒走　昭代
吉田　専一

北里地区
古澤　和輝
浅野　節子 間々本町

多年にわたり
各種相談員として貢献

垣元　尚一 篠岡一丁目
中尾　雅彦 小松寺一丁目
森下美由紀 常普請一丁目
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第52回小牧市社会福祉大会被顕彰者

受賞おめでとうございます

<小牧市社会福祉協議会会長賞受賞者>
氏 名 住所 顕彰内容

斎籘小百合 南外山 多年にわたりねたきり等の
家族を介護 (5 年以上 )

<小牧市社会福祉協議会会長感謝状受賞者>
氏 名 所属 顕彰内容

大河内徹哉

（福）あいち清光会
多年にわたり
社会福祉施設

職員として貢献

川崎　将宏
篠塚ユカリ
高森　久賀

野々村まゆみ
靑木　翔太

（福）小牧市
  社会福祉協議会

多年にわたり
社会福祉団体

職員として貢献

稲垣　尚美
海老沼香織
福岡　夕斗
馬渕しげみ

梶田　　馨 （福）小牧福祉会 多年にわたり社会福祉施設
役員として貢献

信田　孝子 小牧市母子寡婦
福祉協議会

多年にわたり社会福祉団体
役員として貢献松浦　秀子

荒木田　清 篠岡第１区

多年にわたり区長として貢献
井上貴久夫 元町区
鈴木　忠夫 小松寺団地区
細　　敏雄 南岩崎台区

氏 名 所属・地区・住所 顕彰内容

田村　伸吾 南部地区 多年にわたり民生委員・
児童委員として貢献

新間　健生 光ヶ丘四丁目

社会福祉協議会に多額の寄付
名古屋精密工業

株式会社 村中

藤村　晴康 入鹿出新田
山田　純子 藤島町向江

小牧市教員組合 ー 善意銀行に多額の寄付
佐藤　 二 藤島町居屋敷

石黒　泉 東田中 多年にわたりねたきり等の
家族を介護 (10 年以上 )

川崎　宗雄 小牧防災リーダー会
多年にわたり

ボランティアとして
福祉活動に貢献

仙田　玲子 中部音友会
原　　光男 米野さわやか会

福迫三香子 小牧市おもちゃ図書館
きらら

＜小牧市長感謝状受賞者＞
氏 名 所属・住所 顕彰内容

松浦　悟示 池之内区 多年にわたり区長として貢献三好　厚子 城山５丁目県住区
奥村　公男 桃ヶ丘一丁目

多年にわたり保護司として貢献長尾　英俊 野口
羽飼　弘美 多気中町
松本　善幸 東田中

西川菊次郎 本庄 多年にわたり人権擁護委員
として貢献

氏 名 所属・住所 顕彰内容
川崎　高子

（福）あいち清光会 多年にわたり
社会福祉施設

職員として貢献

川澄　秀幸
塚原　裕之
中澤由美子
福原　宏子
牧野　知博
安形　秀次 （福）小牧福祉会 多年にわたり社会福祉施設

役員として貢献鈴木　一成
松浦　俊彦 小牧原新田 多年にわたり遺族会に貢献

<小牧市社会福祉協議会会長表彰状受賞者>
氏 名 所属・住所 顕彰内容

長田　幸子 東田中 多年にわたり遺族会に貢献
落合　佳之 上末 多年にわたり保護司として貢献河村　鏡子 本庄

石黒みゆき 声のボランティア
「かっこう」

多年にわたり
ボランティアとして

福祉活動に貢献

宇佐美しづ子 おはなしの森
大野　篤志 多気交友会

倉知　洋子
アラッ！ク

（アマチュア無線災害
ボランティア小牧）

小林　元重 ボランティア「まどか」
竹内　弘子 小牧歌笑会

氏 名 所属 顕彰内容

武田ミネ子 小牧西部地区
婦人奉仕団

多年にわたり
ボランティアとして

福祉活動に貢献

多田　恭子 高齢者疑似体験
ボランティアグループ

永田とも子 味岡地域リハビリ
たんぽぽの会

橋本　慶子 ガイドヘルプ友の会
舩槗　正子 小牧市更生保護女性会
松本　十三 桜井声かけの会
山田八重子 カトレヤグループ

鷲尾須美子 小牧市食生活
改善協議会

＜小牧市長表彰状受賞者＞
氏 名 所属・学校名 顕彰内容

石原多加子 （福）小牧福祉会 多年にわたり社会福祉事業
に従事貢献松浦　史郎

野﨑陽菜乃 小牧小学校

優良善行児童・生徒

黒田　兼生 村中小学校
小栗　　芽 小牧南小学校
郝　　東岳 三ツ渕小学校
谷口　遥夏 味岡小学校
内田　紗椰 篠岡小学校
前田　和輝 北里小学校
山本　怜來 米野小学校
清藤　莉乃 一色小学校
松浪　希羽 小木小学校
加々見心彩 小牧原小学校
奥野　翔空 本庄小学校
水野　希夏 桃ヶ丘小学校

氏 名 学校名 顕彰内容
坂口　　稜 陶小学校

優良善行児童・生徒

内木　芙実 光ヶ丘小学校
伊東　慎平 大城小学校
堀部　真央 小牧中学校
中野　純次 味岡中学校
木全　　陸 篠岡中学校
仙田　千尋 北里中学校
竹ノ内琉暉 応時中学校
村井　心瞳 岩崎中学校
岩谷　匠将 桃陵中学校
加藤　竜也 小牧西中学校
木村　昌弘 光ヶ丘中学校
西山万樹人 誉高等学校
長田　優奈 小牧特別支援学校

ー敬称略・順不同ー



10

認
知
症
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
め
ざ
し
て

認知症サポーターとは
『
ご
存
知
で
す
か
？
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

第2回
　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
市
民
の
方
に
身
近
な
病
気
と
し
て
認
知
症
を
理
解
し
て
頂
く

為
の
啓
発
活
動
と
し
て
、認
知
症
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
市
民
の
皆
様

に
、是
非
参
加
し
て
頂
き
た
い
、

　『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
！

  

4
月
号
で
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ま
な
び
あ
い
講
座
の
内
容
か
ら
、認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、地
域
で
活
躍

す
る
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
為
、今
年
度
の
ま
な
び
あ
い
講

座
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、最

寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

■ 認知症サポーターまなびあい講座
　認知症サポーターとしてステップアップしたい方に向け
た講座です。
　昨年度は、『認知症当事者』『認知症家族介護者』『認知
症サポーターとして活躍する地域住民』より実際にお話を
聞く事ができ、心に響く貴重な機会となりました。

認知症サポーター養成講座
●認知症の基礎知識
●対応方法を学ぶ　
●認知症サポーターに
　できること

●認知症予防について
●介護者の気持ちを考える
●その他

※地域包括支援センターでは随時、認知症サポーター養成講座
を開催しております。

※講座受講後にサポーターの証オレンジリングをお渡しいたします。

小牧市内の認知症高齢者は2025年には2,600人を
超えると推計され、認知症はとても身近な病気と
言われています。　　　

　　　※小牧市認知症ケアパスより抜粋

認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の方や家族に
対して温かい目で見守る事がスタートです。

認知症サポーターは「なにか」特別な事をする人ではありません。
　　　※認知症の方やその家族の『応援者』です

認知症を患っても、本人、家族が安心して
暮らせる地域を目指していきましょう　

オレンジリングは認知症サポーターの証！
自分にも何かできるかも。　



11

小
牧
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
だ
よ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
は
依
然
と
し
て
過
ぎ
去
っ
て
お
ら
ず
、今
後
も
慎
重
に
活
動
を
再
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
洗
い
、マ
ス
ク
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、1
人
ひ
と
り
の
感
染
防
止
対
策
を
は
じ
め
、引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イベント利用再開にあたっては、次に掲げる新型コロナウイルス
感染拡大防止措置を講じさせて頂きます。

●「ふれあいサーキット」、「ラピオで
わかな」については、利用人数など
の制限により、予約制として実施
します。（下記へお電話ください）

●手洗いの徹底、手指消毒の徹底を
呼びかけます。

●原則、マスク着用をお願いします。
●定期的に換気を実施します。
●万が一、感染者が確認された時

に備え、「利用者名簿」への記入を
お願いします。

 　　■予約・問合先／小牧地域包括支援センターふれあい（小牧市社会福祉協議会内）
　電話予約：平日 午前 10 時～午後 4 時 177-2893

高齢者や介護に関するお困りごとは地元の地域包括支援センターへご相談ください
◆小牧地域包括支援センターふれあい
　（小牧中部、小牧西部地区担当）
　TEL 77-2893　FAX 75-2666
◆味岡地域包括支援センター岩崎あいの郷 
　（味岡地区担当）
　TEL 75-3956　FAX 75-2722

◆篠岡地域包括支援センター小牧苑 （篠岡地区担当）
　TEL 78-7530　FAX 79-9712
◆北里地域包括支援センターゆうあい （北里地区担当）
　TEL 43-2260　FAX 74-2211
◆南部地域包括支援センターケアタウン小牧 （小牧南部地区担当）
　TEL 71-2100　FAX 71-2101

「
新
し
い
生
活
様
式
」を
踏
ま
え
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

（な）

（わ）

（か）

ラ
ピ
オ
で
わ
か
な

輪
に
な
っ
て
加く
わ
わ
っ
て
仲　か

ま間
に
な
ろ
う

【参加費】 無料 ※動きやすい服装、タオル、飲み物、空のペットボトル 500ml×2本
　　　　　　　（こまき山体操で使用します）をご持参下さい。

【対象者】 ※小牧市在住、在勤の方

～
ふ
れ
あ
い
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

い
つ
ま
で
も
若
く
、元
気
に
、

い
き
い
き
と
！

「
介
護
予
防
教
室
」

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
は
？

　

地
域
の
方
、介
護
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
、認
知
症
の
人
や
そ
の

ご
家
族
が
気
兼
ね
な
く
立
ち
寄

り
、情
報
を
共
有
し
た
り
、交
流
す

る
場
で
す
。専
門
家
も
い
ま
す
の

で
、ご
相
談
を
伺
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
で
き
ま
す
。

「
カ
フ
ェ・和（
な
ご
み
）」

【
開
催
日
時
】

１２
月
１２
日（
土
）・１
月
９
日（
土
）

２
月
１３
日（
土
）・３
月
１３
日（
土
）

（
毎
月
第
2
土
曜
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
会　
場
】

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階
大
会
議
室

【
対
象
者
】

介
護
や
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
、

介
護
者
や
当
事
者
の
方
、地
域
の
方

【
参
加
費
】1
0
0
円　

予
約
不
要
。時
間
内
出
入
り
自
由
。

※
も
や
い
カ
フ
ェ
は
、し
ば
ら
く
お

休
み
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
は
、各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
日　
時
】※
予
約
制

●
1
月
12
日（
火
） <

予
約
期
間>  

1
月
4
日
〜
8
日

●
2
月
9
日（
火
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

      

2
月
2
日
〜
8
日

●
3
月
9
日（
火
）　　
　
　
　
　

  

3
月
2
日
〜
8
日

毎
月
第
2
火
曜
日　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

【
場　
所
】 ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階　
大
会
議
室
等

【
定　
員
】 20
名（
先
着
順
）

【
日　
時
】※
予
約
制

●
1
月
8
日（
金
） <

予
約
期
間>

  

1
月
4
日
〜
7
日

●
1
月
22
日（
金
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

●
2
月
12
日（
金
）　　
　
　
　
　

  

2
月
2
日
〜
10
日

●
2
月
26
日（
金
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

●
3
月
12
日（
金
）　　
　
　
　
　

  

3
月
3
日
〜
11
日

●
3
月
26
日（
金
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

【
場　
所
】 ラ
ピ
オ
5
階　
研
修
室
1
・
2

【
定　
員
】 20
名（
先
着
順
）

※
原
則
月
2
回
開
催
の
う
ち
、

　
片
方
の
み
予
約
に
な
り
ま
す
。



社会福祉協議会では小牧市とともに、第３次地域福祉計画、地域福祉活動計画
（平成 29年度〜令和 3年度）に基づき、小牧市のまちづくりをすすめています。

助け合いで
地域のつながりを

シリーズ㉛

※紙面でご案内している行事等は状況に応じて延期・中止等となることがあります。

　今年は、新型コロナウイルス感染症予防のため、地域のさまざまな行事が中止になりました。そんな中、コ
ロナウイルスに負けず元気を贈り、励まし合えるよう、ひとり暮らしの高齢者約1,600名と市内の中学生（ジュニ
ア奉仕団）約800名が、往復はがきを用いてメッセージを贈り、交流を図る企画を行いました。中学生へは高齢
者からの返信はがきとともに、ふれあい・いきいきサロンのボランティアが作ったエコテープのストラップを合わ
せて贈りました。そして、この企画に関わった多くの方々の思いやりの輪ができました。

※はがき送付の対象は、8月24日現在で小牧市にひとり暮らし高齢者登録のある70歳以上の方です。
※この企画は、小牧市教育委員会のご協力のもと行いました。
※中学生と高齢者が書いたはがきは、小牧市社会福祉協議会でお預かりしそれぞれにお渡ししました。

「ふれあい・いきいきサロン」、
ボランティア「根っこの会」、

「おりづる」の皆さんで
ストラップ作り

思いやりの思いやりの輪輪プロジェクトプロジェクト

地域支え合い推進員
思いやりの輪を作ります！

こんな輪ができました！こんな輪ができました！

わ

プロジェクトプロジェクト
応援団応援団

メッセージを書いた
中学生を代表して
北里中学校　桝

ま す の

野 洋
よ う こ

子さん
「受け取った人が笑顔に
なってもらえたらいいな。」

①はがきを書いて送る

②はがきを受け取って読む

メッセージを受け取った
高齢者を代表して、塚

つかもと
本 豊

ゆたか
さん

「思いがけずはがきを貰って嬉しいよ。」

③返事を書いて送る

返事を書いた
高齢者を代表して  後

ご と う
藤 加

か よ こ

譽子さん
「お便りありがとう。」
「もうすぐ受験かな頑張ってね。」

返事を受け取った中学生を代表して
味岡中学校の皆さん

「お返事ありがとうございました。
今はコロナのせいで会えないけど、
はがきでの交流で、地域の人との
つながりを感じることができました。」

④返事と贈り物を受け取る
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